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1―出身地はどこですか?

　初対面の際に出身地の話をするのは無

難な話題のひとつだ。面白かったのは長

野県の人が、県歌である「信濃の国」が歌

える人は長野県人であると言っていたこと

だ。子供のころに長野県で教育を受けた

人は、まず間違いなくこの歌が歌える。筆

者も、音程が外れるのを許していただけ

れば歌うことができる。何か共通のもの

があるというのは、同郷人と感じる大きな

要因だ。

　同じ言葉を話すということは、互いに同

胞と感じる大きな要因だ。内戦などによっ

て分裂の危機に陥っている国々では、地

域によって異なる言語が使われているこ

とも少なくない。意思の疎通が難しいと

いうことは、国内の対立が深刻化したり分

裂の危険性を高めたりする要因の一つで

あることは疑いない。

2―標準語の功績

　子供のころから自然に習得する言語で

ある母語の人口を言語別に比較して見て

みると、中国語が第一位なのは当然として、

広東語が20位に入っているのが目につく。

　四半世紀以上も前の話ではあるが、中

国から来た留学生と香港から来た留学生

が慣れない英語で話をしているので驚い

たことを思い出す。話が通じなくなると筆

談で補っていたが、書いたものは問題ない

のだが、中国語（北京官話）と香港で話さ

れていた広東語では発音が異なっている

ので互いに口頭では理解できないという

ことだった。書かれた文字はそのまま変化

せずに伝わるが、伝言ゲームのように読み

方は途中で変化してしまったからだろう。

　母語人口と言う意味では日本語の順位

は9位と意外に高いが、なにもせずに自然

に日本中が標準語を話すようになったわ

けではない。今ではめったになくなったと

はいうものの、国内出張で地元の人達同

士の会話が全く聞き取れずに面食らうと

いうこともある。

　1985年にNHKのテレビドラマで放送

されていた『國語元年』（井上ひさし作）

は、明治維新直後の東京が舞台だった。

各地からきた人達がそれぞれの方言で話

をするので話が通じず、誤解とイライラが

生みだすドタバタ劇に腹を抱えて笑った

のを思い出す。明治維新の際に日本が統

一を維持し、強い同胞意識を作り出すこ

とができた背景には、義務教育によって

標準語で意思疎通ができるようにしたと

いうことが大きな役割を果たしたことは

間違いないだろう。

3―言葉の壁が無くなった世界

　ITの発達で、そのうちに書いたり話した

りしたことが、すぐに翻訳されるようにな

るだろう。それでも世界に本当の意味での

平和が訪れるためには、互いに意思疎通

のできる共通言語が必須なのかも知れな

い。英語力が無いので考えていることを

英語で表現できないのは仕方が無いと思

うが、言いたいことは分かるがどう工夫し

てもうまく日本語にならない英語に出く

わすことがあるからだ。考え方や論理自体

が使っている言語に影響されてしまうの

だろう。

　さて、言葉の壁が無くなった世界では日

本語がどうなっているのだろうかと考える

と、少し寂しい感じもする。方言を話す人

達はお年寄りだけになってしまったという

話しも聞くが、日本語も世界の中の方言

として次第に消えて行ってしまうのかも知

れない。もっとも残念ながら今生きている

我々の誰も、各国の人々が簡単に意思疎通

できる世界を見ることはできないだろう。

「国語元年」井上 ひさし（著）、2002年、中公文庫
母語人口：http://www.mext.go.jp/b_
menu/shingi/chukyo/chukyo3/015/
siryo/06032708/003/001.htm
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12
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14

14

16

17

17

19

20

言語

中国語

英語

スペイン語

ヒンディー語

アラビア語

ポルトガル語

ロシア語

ベンガル語

日本語

ドイツ語

ウー語

ジャワ語

韓国・朝鮮語

パンジャブ語

テルグ語

フランス語

マラータ語

タミル語

イタリア語

広東語

母語人口

885

400

332

236

200

175

170

168

125

100

91

75

75

73

73

72

65

65

57

55

［単位：100万人］
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